
1

展展示示解解説説シシーートト NNoo..５５
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二二上上山山とと３３つつのの石石 よよみみががええるる旧旧石石器器時時代代

鹿島神社

結
け っ

鎮
ち ん

座
ざ

文書と渡
と

御
ぎ ょ

行事
鹿島神社の由来

鹿島神社は、近鉄下田駅の北方約１００メートル、

国道１６５号線と１６８号線が交差する下田交差点の

東側に所在する。

大正８（１９１９）年４月の『鹿嶋神社誌』によると、「

明治六（１８７３）年村社二列シ同四十（１９０７）年九月

二十四日神饌幣帛料供進神社ニ指定セラル二百二

十五戸ノ氏神ニシテ下田一村ノ崇敬神社タリ」とみえ

る。終戦後、全国の神社と共にこれらが廃止され、境

内地も没収された。氏子衆は神社の維持・管理を行う 鹿島神社拝殿

鹿島講を結成したが、昭和２７年頃、境内地は神社に無償払い下げを受け、宗教法人として自立した。役目を終えた鹿

島講は昭和３６年１２月に解散している。

境内の建物造替について、『大和下田村史』は「拝殿は嘉永七（１８５４）年五月に再建され、宝蔵は慶応二（１８６６）

年八月に建設され、祝詞舎、渡殿、祭器庫などは明治十（１８７７）年三月に建設」とみえる。現本殿は一間社春日造で、

檜皮葺、大正年間の改築になる。また、拝殿、絵馬殿、山車殿は昭和５８年に改築、社務所は平成２年に新築された。

祭神は「武甕槌命」で、勧請伝承は、建仁元（１２０１）年の『鹿嶋大明神縁起写』や文安元（１４４４）年の『座衆経営

録』等に詳しいが、要約すれば、承安２（１１７２）年３月、源義朝の家臣であった鎌田小次（二）郎政光が常陸国（現茨城

県）鹿島本宮の御分霊を勧請したのが始まりとされる。 ＊勧請伝承は後述。

その後の政光は、現香芝市鎌田に住し、その子孫も代々

鎌田に住み、鹿島神社に奉仕してきた。当麻寺の北墓にあ

る平安時代末期の五輪塔（○国重文）は、政光の墓とも鎌田

氏祖先の供養塔ともいわれている。また、鎌田家の分家宅

には、天正２（１５７４）年銘の天正枡（○市指定）が残されてい

る。このことは、中世、万歳氏の支配下であった鎌田村の年

貢を万歳氏が興福寺へ納入するため、鎌田氏が百姓分の

徴収を委託されていた可能性が考えられる。小泉俊夫氏は 天正枡

「中世でも早い時期（鎌倉時代？）に土着し、その後、在地の地侍として台頭し、鎌田村の名主とし

五輪塔（当麻北墓） て地域の指導的な立場を世襲するようになったと思われる。」（文献⑩）とされている。
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鹿島神社結鎮座文書 一括

鹿島神社結鎮座文書と渡御行事

本社には氏子の宮座である結鎮座があり、神社に奉仕して祭礼を行っていたため、本座の組織や年中行事等を記

した４６点の文書から成る「鹿島神社結鎮座文書」（○県指定）がある。村落構造や宮座構成の変遷を考える上で、貴重

な史料である。これらの文書は、「永正六年（追筆）銘ある箱」及び「文久三年亥正月銘ある箱」（共に○県指定附）、「座衆

経営録」を納める桐箱、「境内図」を納める桐箱に分割して保管されている。

永正六年銘の箱には、建久７（１１９６）年の「一番行西、貞常」の入衆に始まり、慶応２（１８６６）年まで書き継ぎされ

た「座衆帳」１３枚３巻が納めてある。この座衆帳は現在も「寶壽順位名鑑」、「入衆順位名鑑」として継承されている。文

久三年銘の箱には、建武２（１３３４）年から享徳３（１４５４）年までの「修正修ニ荘厳結鎮頭役差定」１２枚、応安２（１３６

９）年以前の祭礼や神饌物を記録した『経営古記』１巻、延文４（１３５９）年の「寺納御日記」１冊、永正元（１５０４）年の

「下田ホウラクシサノホツソクノ（法楽寺座法則）次第」、「カシマノミヤホツソクノ（鹿島宮法則）次第」の各１巻、嘉慶２

（１３８８）年、応永２２（１４１５）年、明応２（１４９３）年の「田地売券」各１枚等を含む２１枚５巻２冊が納めてある。他、文

安元（１４４４）年、法楽寺の僧安学院栄進が天治元（１１２４）年の法楽寺縁起や祭礼に関する記録と、元弘元（１３３１）

年の鹿島大明神の縁起と祭礼を整理し、自らその跋（後書き）を記した『座衆経営録』１巻、弘化４（１８４７）年頃の「境

内馬場図」一幅がそれぞれの箱に納まっている。

鹿島神社と法楽寺の関係については、座衆経営録の栄進

の跋に詳しい。それには、

「嘗従往古有法楽寺内三十八社宮之祭事座衆結鎮之儀式

而経営矣。所謂下田法楽寺座是也。此云下田方 猶亦鹿嶋

明神祭礼奉行矣。此云鹿島方 自中古両座合成一座。神事

結鎮会合而経営焉。是永為恒例矣（以下略）」

とある。法楽寺境内に三十八社の宮と共に祭事、座衆結鎮

の儀があり、下田方と呼ばれ、鹿島大明神にも祭礼奉行が

法楽寺全景 あり鹿島方と呼ばれていた。この文書が整理された文安元

年には、すでに両座が合体して一座となり、神事結鎮会合して経営し、これが永らく慣例となっていると記される。また、

経営古記には、

「○正月分 一日 カシマミヤシヤウコン（鹿島宮荘厳） 二日 ホウラクシノ フクモリ（法楽寺の福盛） 八日 仁王

会（以下略。） 祭礼名のみ、内容省略。（ ）内は筆者追記

とみえ、両座の祭礼が合一して記録され、同じ座衆によって両座の祭礼が行われていたことがわかる。また、永正元

年に両座別々の法則次第が作られているが、内容から一つの祭礼を双方から協力して行っていることがわかる。
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座衆経営録にみられる法楽寺の福盛、仁王会、鹿島神

社の御田祭、猿楽といった諸行事は、両社寺の勢が衰微

していく中で序々に行われなくなっていった。

しかし、鹿島神社で毎年１月２６日に行われる渡御行事

（○市指定）のみが宮座の伝統的行事として位置づけられ、

維持されてきた。この行事は、上十人衆が輪番する頭屋

宅に、鹿島大明神の御神霊を奉迎する渡御行事が中心

である。入衆から上十人衆までの年齢階梯制であること

御神霊を頭屋宅に奉迎すること、神饌に古様式が残るこ

と、神主役の一老が読み上げる祭文の存在等、往時に比

して大幅に規模は縮小されているが、中世に成立した宮 結鎮座渡御行事

座の祭礼をよく留めており、この地域に連綿と受け継がれてきたことが重要である。

＊法楽寺の由来と沿革

法楽寺は、県道上中・下田線沿いの下田東に所在する。創建は奈良時代とされ、平安時代に弘法大師が堂宇を造

築し、三十八社宮を奉祀、南大門・山門・金堂・講堂・大日堂・鐘楼等が立ち並ぶ広大な伽藍であったが、兵火と落雷に

よってすべて灰燼に帰したと伝えられる。現在は、近年改築された木造大日如来坐像（江戸時代）を祀る堂宇と児童公

園だけである。平安時代の木造如来形像（胸部から下は欠失）、鎌倉時代の五輪塔残欠のみが往時を偲ばせる。

鹿島神社の指定文化財

○県指定

鹿島神社結鎮座文書 一括（４６件） 鎌倉～江戸時代 鹿島神社結鎮座蔵 昭和３７年１２月２６日指定

附 永正六年（追筆）銘ある箱 一合

文久三年亥正月銘ある箱 一合

内訳 座衆帳 １３枚３巻 建久７（１１９６）年～慶応２（１８６６）年

以上、永正六年（追筆）銘ある箱在中

修正修二荘厳結鎮頭役差定 １２枚 建武２（１３３４）年～享徳３（１４５４）年

経営古記 １巻 応安２（１３６９）年以前

寺納御日記 １冊 延文４（１３５９）年１０月１６日

座衆経営録 １巻 文安元（１４４４）年正月

座衆経営録写 １巻

下田ホウラクシサノホツソク次第 １巻 永正元（１５０４）年

カシマノミヤホツソク次第 １巻 永正元（１５０４）年

法則二巻写 １冊 第１号 座衆帳

田地売券 ３枚 嘉慶２（１３８８）年、応永２２（１４１５）年、明応２（１４９３）年

境内馬場図 １幅 弘化４（１８４７）年頃

（結鎮座）約定書 １枚 文久４（１８６４）年

奉納鹿島大明神願文 ２枚 宝暦１３（１７６３）年

六根清浄大祓 １枚 文化５（１８０７）年９月３日

参詣次第 １枚 文化５（１８０７）年９月３日
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中臣祓 １枚 文化５（１８０７）年９月３日

敬鎮再興録・燈明田永代記録 １巻 明治１５（１８８２）年

以上、文久三年亥正月銘ある箱在中（但し、座衆経営録２巻、境内馬場図は別箱）

○市指定

鹿島神社・エノキの巨樹（市指定第１１号） 鹿島神社 平成８年３月１２日指定

鹿島神社結鎮座の渡御行事（市指定第２８号） 鹿島神社結鎮座 平成１７年３月３１日指定

結鎮座近代文書と宝物類

結鎮座には、県指定の結鎮座文書のほか、明治以降昭和にかけての文書が残さ

れている。『寶壽順位名鑑』は座衆帳の慶応２年に続く入衆帳で、昭和１３年４月に再

編集されたもの。また、それと対になる『座衆帳』は、座衆の家名・その先代と子孫名

等を記録したもの。また、巻末に昭和３３年２月時点での座権枚数の調査記録があり、

それには、「座権１１４枚 １０４戸（村内８０枚７０戸、村外３４枚３４戸）」とみえる。そ

の他に、鹿島講及び神社役員、世話人会の決議事項等の記録である『記録帳 鹿島

神社並に鹿島神社講』（昭和２２

年３月２７日から同３９年３月１

記録帳 日まで記録）、渡御行事での頭

屋宅直会等の献立、頭屋順番順位、鹿島神社祭典当番順位を記

録した『結鎮座諸記録』（昭和３０年１２月１日から同３９年３月１日

まで記録）、神社及び結鎮座の諸記録を合わせて記録した『鹿島

神社並に結鎮座諸記録』（昭和３９年３月１日から同５２年１月２６

日まで記録）等がある。また、勧請伝承、祭神武甕槌命、社地、

社殿及び建物、祭祀についてまとめた『鹿嶋神社誌』は、大正８ 寶壽順位名鑑 結鎮座諸記録

年４月２日（奥付）、法楽寺の藤井住職によってまとめられたとある。

また、昭和３１年１月２６日に実施された宝物調査では、『法楽寺御

寺宝 鹿嶋神社御神宝 結鎮座古文書台帳』が作成され、県指定の結

鎮座文書のほか、法楽寺の寺宝として、護符の一種である「牛玉宝

印」、楽器の「饒鉢」、鹿島神社の神宝として、本殿の「御簾釣」、釘隠

しの「菊座」、「座金」といった金具類と「神楽鈴」が記されていたが、平

成１９年度調査でその所在が確認された。

式内社深溝神社の可能性

結鎮座文書の『座衆経営録』（天治元年９月）法楽寺祭礼の項に「正月十六日 結鎮荘厳之事（中略）、正月十八日

御祈祷百座講 冠法師二人 法楽寺三人 宮聖一人 修業之」とある。宮聖＝神主である。天治元年は、勧請伝承の承

安２年を遡る４８年前であり、それ以前に古社があった可能性が認められる。また、小泉俊夫氏は、「鹿島神社の鎮座

する森の地名には、古く神が坐す聖なる場所として人の立入りを拒んできた場所を示す杜に通じ、鹿島大明神を勧請

する以前から神聖視されていた樹叢のあった可能性がある。」（文献⑩）とされる。また、当初の勧請地は下田の「宮

中」であって、後に現在地に遷したとの説がある。宮中は、現下田西三丁目付近で、今池親水公園の東側である。また

池の南側には「鹿島前」の字名が残る（法楽寺境内に小祠を建て御分霊を祀ったとする説もある。）。これらのことから

勧請に先行する古社があったとするなら所在地不明とされる式内社深溝神社に当てる説が有力となり注目される。
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＊勧請伝承

『鹿嶋大明神縁起』、『鹿嶋神社誌』等に詳しく、久安４（１１４８）年

春、鎌田小次郎政光の父鎌田兵衛藤原政清は相模国（現、神奈川

県）の住人であった。源義朝の第一の家臣。正清の母が義朝の乳

母であった。訳あって約１年間鹿嶋郡に居住していたことがある。

その正清の妻（政光の母）は尾張国（現、愛知県）半田郡野間の長

田庄司忠致の娘である。平治元（１１５９）年、平治の乱にあって義

朝が平清盛に敗れ、東国へ敗走中に政清の舅忠致に匿われた。

しかし、忠致は恩賞目当てに義朝を浴場で暗殺。政清も忠致の子

景致に殺害、随行家来の大半は討死であった。政光は難を逃れ、 鹿島神宮 拝殿と神殿（茨城県）

鹿嶋本宮に逃げ込んだ。そこで、源氏の再興を祈願し、百日の参籠を行い、昼夜一心に法華経を誦唱した。満願の夜、

夢に一老翁があって、「庚子（の年）源氏栄え、汝の福西にあり」との御神託があり、御分霊の御幣を奉じ西方へと向か

った。大和の下田の里で夕暮れとなり、土手（田のほとりとするものもある）の松の木の下で野宿したが、翌朝この地

の景色が極めて鹿嶋に似ていたため、懐かしく思い、ここに小祠を建て鹿嶋大明神を祀ったという。

以上が勧請伝承であるが、その内容についていろいろな解釈がなされている。『大和下田村史』では、「鎌田政清は、

保元物語白河殿攻落事の条において、相模国住人となっており、その子には、光政はあるが政光はない事など、一般

史実と異なっている。源平盛衰記によれば、光政は、義経の四天王の一と呼ばれ、佐藤継信と共に屋島で戦死してい

る。」とし、また、「この地方が中世平田庄の中に入っていて、興福寺や春日神社と関係が深かった事実（中略）この鹿

嶋明神は中世春日神社と同じ社会的機能をもっていたことが認められるので、常州からの勧請ということも、その真実

性が弱くなって来る」とする。さらに、「鹿嶋の神は、春日社の祭神の一つであり春日社は藤原氏の氏神であるからそ

の領内に鹿嶋明神をまつることは当然のこと」としている。また、『香芝町史』でも「平安末期の平田庄庄官は久安四年

（１１４８）の（大和）平田庄田数注進状などによると、すでに平姓をもつ庄官が多く、葛下郡の地域は平氏の勢力圏とな

っていた。」とあり、「承安二年は平氏全盛期であり、葛下郡では一層平氏の勢力が及んでいた。（中略）源氏ゆかりの

鎌田政光が落ち延びたとすれば、それは不穏当な地であった筈である」として、この勧請伝承には否定的である。

伝承の真偽は別として、何故下田の地に鹿島大明神が勧請されたの

か、前述の平田庄、興福寺・春日社との関係の他に二上山との関係に

注目した。二上山雄岳に鎮座する葛木二上神社は、『日本三代実録』貞

観元年正月２７日条に「従五位下…葛木二上神並従五位上。」と昇叙の

記事がみえ、『延喜式』神名帳には、「葛木二上神社二座大。月次新

嘗。」とある。祭神は、豊布都霊神（武甕槌命）と大国魂神の二神である。

『常陸国風土記』「香島郡」の段に、崇神天皇が香島天之大神に奉納した

二上山全景（市内良福寺千股池から） 幣とその理由について記している。それによると、「美麻貴の天皇のみ

世に至りて奉る幣は、大刀十口、鉾二枚、鐵弓二張、鐵箭二具、許呂四口、

枚鐵一連、練鐵一連、馬一匹、鞍一具、八絲鏡二面、五色の絁一連なりき。

俗いへらく、美麻貴の天皇のみ世、大坂山の頂に、白細の大御服まして、

白桙の御杖取りまし、識し賜ふ命は、『我がみ前を治めまつらば、汝が聞

こし看さむ食国を、大国小国、事依さし給はむ』と識し賜ひき。時に、八十

の伴緒を追集へ、此の事を挙げて訪問ひたまひき。是に、大中臣の神聞

勝命、答へけらく、『大八島国は、汝が知ろし食さむ国と事向け賜ひし香島 葛木二上神社（二上山雄岳）

の国に坐す天つ大御神の挙教しましし事なり』とまをしき。天皇、これを聞かして、即ち恐み驚きたまひて、前の件の幣
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帛を神の宮に納めまつりき。」とある。つまり、崇神天皇が大坂山（二上

山）の頂きで神の託宣を受け、その神は香島の天つ大御神（武甕槌命）

であったので、鹿島社に幣帛を納めたという。このことから二上山雄岳

に武甕槌命が祀られているのはごく自然なことといえる。また、『日本書

紀』崇神９年３月１５日条にみえる「天皇の夢に神人有して、誨へて曰は

く、「赤盾八枚・赤矛八竿を以て、墨坂神を祠れ。亦黒盾八枚・黒矛八竿

を以て、大坂神を祠れ」とのたまふ。」とあり、続けて同４月１６日条に、

「夢の教の依に、墨坂神・大坂神を祭りたまふ。」とある。墨坂神は宇陀

大坂山口神社（逢坂）本殿 市の墨坂神社に、大坂神は大坂山口神社に比定するのが通説である。し

かし、山口神社の祭神は大山祇命で山の神であり、峠の境界に鎮まる神、武器を奉られた神とは別の神格が感じられ、

それが武甕槌命とすれば理解しやすい。伝承にある「この地の景色が極めて鹿嶋に似ていた」という理由ではなく、二

上山の雄岳を背景に強く意識した勧請であり、雄岳のみ臨むことができる下田の位置関係も大きく影響しているものと

考えられる。

平成19 年度 秋季企画展
大坂山口神社、鹿島神社の祭礼

―香芝市指定文化財―

会期：平成１９年１０月６日（土）～同年１１月２５日（日）
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